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1. 空間オーディオとは

音楽や動画を視聴したとき、あたかもその場所にいるかのように、自分のまわりに音が広がって聴こえるAppleの技術

Appleが付けている名称ですが、SONYの「360 Reality Audio」やAmazonの「3Daudio」と同様

iPhoneで動画を観たとき、iPhoneを正面にして、
自分が顔を横に降ってiPhoneが自分の右側や左側にきても、
iPhoneを正面に合わせて音の聞こえ方を調整

iPhoneで音楽を聴いたとき、
アーティストや演奏が自分のまわりで行われているかのような、
音に包み込まれる体験ができる

FaceTimeでオンライン中に左右から声が聞こえ、
実際に居るような臨場感がある



2. 空間オーディオに必要なもの

デバイス
イヤホンやヘッドホン用
• iPhone
• iPad
• Mac
• Apple TV 4K

スピーカー用(ヘッドトラッキングを利用することはできない)
• iPhone XR 以降（iPhone SE は除く）
• iPad Pro 12.9 インチ（第3世代以降）
• iPad Pro 11 インチ
• iPad（第6世代以降）
• iPad Air（第3世代以降）
• iPad mini（第5世代)）
• MacBook Pro（2018 年モデル以降）
• MacBook Air（2018 年モデル以降）
• iMac（2021年モデル）
• Apple TVとHomePodを接続

アプリ

設定で空間オーディオをオンにする

イヤホン・ヘッドフォン

推奨するイヤホン・ヘッドホンは、以下の9つです。

• AirPods Pro
• AirPods Max
• BeatsX
• Beats Solo3 Wireless
• Beats Studio3
• Powerbeats3 Wireless
• Beats Flex
• Powerbeats Pro
• Beats Solo Pro

音の位置感覚や方向、立体感はではスピーカーより効果分かる



3. 空間オーディオの設定

iPhone・iPadの設定のミュージックのドルビーアトモス　　　　　　　Macのミュージックの環境設定の再生のドルビーアトモス

前のページの９つのイヤホン・
ヘッドフォン
それ以外

空間オーディオはをダウンロードすると、使用する容量が大きくなり
再生するときのデータ通信量が多くなる

iPhoneやiPadやMacに保存できるストレージの容量と使えるデータ
通信量を見ながら、空間オーディオの設定をする



4. 空間オーディオ対応曲の確認

空間オーディオに対応する音楽は、「Dolby Atmos」という表記



5. 空間オーディオ対応曲の探し方

Apple Musicの検索


